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 都市の再生と創造に向けた研究アイデア創出セッション 
（都市行政ワークショップ記録） 

開催日時：2019 年 4 月 26 日(金)18:30～ 

議事録作成：M19AB508 筒井 紘平 

 

１．ゲスト講師・ファシリテーター（進行役）：江口 雅祥 氏 

パブリック･ビジネス･インターナショナル 代表 

大阪市立大学大学院創造都市研究科 非常勤講師（「行政組織論」などご担当） 

 

２．セッションの概要 

「望ましい地域・まちの未来に向けて、わたしたち、大学院のメンバーが協働したら、ど

んな研究ができるだろうか？」「都市経営を志向するメンバーが互いの関心を掛け算するこ

とで共同研究の企画をカタチにします。」という趣旨のプログラムを行いました。 

方法は、未来に向けた協働アクションを「対話」により生み出すワークショップである「フ

ューチャーセッション」により体験しました。いつものような講義形式ではなく、進行役か

ら提示される「お題」に対して、参加者である院生自身による対話とワークをテキパキと行

っていく形式です。 

ねらいのひとつとして、私たちが望む未来の都市・地域・社会のための研究のためになに

がしたいのかについての話し合い。お題に対して自分の関心の高いことを話し、自分事を出

発点としてどんな研究ができるのかを想像することからはじめました。 

はじめのお題①は、「過去（2010 年）から現在（2019 年）までに、何が起こっただろう？」 

この 10 年間位で自分にとって印象深いことについて、ひとり 2 分間での語り合いをペアを

何回か替えて行いました（ストーリーテリング）。それぞれの関心により、家族観の変化と

農業のあり方について。自然災害の経験による放射能の危険性について身近に感じるよう

になったこと。同性婚が世界的に認められるようになったこと。などの意見が出て、お互い

の関心について共有を図ることができました。 

 次のお題②は、「未来（例えば、2030 年）に、私が望む、都市・地域・社会とは？」につ

いて、ワールドカフェという形式で行いました。ひとつのお題についてテーブルシートに残

していく方法で、聞いた話のキーワードやインスピレーションを文字や、イラストで記入し

ていきます。今回は、「未来社会・未来研究」というキーワードで対話をしました。 
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 第１ラウンドでは、「未来社会」について、こういう社会であってほしいなということを

出し合いました。第 2 ラウンドでは、ホスト 1 人を残して別のテーブルに移動し、対話。第

3 ラウンドでも、同じホストを残して別のテーブルに移動して対話を重ねていきました。 

それぞれのグループで、「健康寿命を延ばす社会」「AI 社会での働き方が変わってほしい」

「学力の格差がなくなってほしい」などの意見が出ていました。 

引き続き、ワールドカフェ形式で、次のお題③は、「望ましい未来のために、今から私が

調査・研究したいことは？」について、同じテーブルシートの上に違う色のペンで書いてい

きました。「未来社会」で出た意見を基にして私がしたい研究について話しました。「コンパ

クトシティ－寝屋川市を事例に‐」や、「前期高齢者が後期高齢者を支えるまち」など未来

社会のためにキーワードから調査・研究について対話を行いました。下記の写真のように、 

キーワードを広げたり、つながりを持たせたりしながら話をひろげていきました。 
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お題④は、「未来に向けて私が調査・研究したいことは？」についてです。マグネット・

テーブルという方法で行いました。A4 用紙（横書き）1 枚に、氏名・研究テーマ・研究内

容・研究方法などについて各自で記入します。こんな研究方法を取りたいなど方法をテーブ

ルシートに出てきたキーワードなどを参考にしながら記入していきました。そして、記入し

た用紙を持って会場を歩き周り、話さないで、全員のペーパーを見せ合いました。そして、

合図とともにトークを解禁し、一緒に考えたい人同士で 3 人から 4 人のグループを作りま

した。グループは、自分と似たような考えを持つ人、案はちがっていても一緒になると化学

反応を起こせそうな人なたちを探しチームをつくりました。 

お題⑤は、「未来に向けたアイデアの掛け算で共同研究プロジェクト企画書作成！」（プロ

トタイピング（即興試作））です。このチームで研究したら面白いと思うこと・やりたいこ

とを自分のペーパーを基にしながら、「研究プロジェクトチーム・メンバー名・問いたいこ

と・研究内容・研究方法」を模造紙に記入し、お互いの方法の共通点や面白い思う点からア

イデアを広げていきました。 

そして、企画書をチームごとに発表を行いました。そして、各チームで出された共同研究

の企画書内容の共有を行いました。 

最後のお題は、「望ましい未来のために、今から私は何ができるだろう？」という各人の

振り返りをおこないました。今日の時間を振り返り自問自答したのち、チーム内で、振り返

った内容を話しあいました。 

以下のページに資料として、お題⑤について各チームの発表した模造紙を掲載します。 
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３．フューチャーセッションを体験して 

 今回体験して、考えをまとめ、共有する方法がたくさんあり、少ない時間で、参加者の多

くとアイデアを出し合うことができた。共同研究プロジェクトという大きな課題について
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いきなりチームで話すとアイデアが出ないと思うが、いろいろな対話の手法を重ねていく

ことにより、自分の関心から出発して考えることができた。フューチャーセッションという

手法を活用し、まちづくりの課題など、年齢層や背景が異なる人たちとも、意見を出しあい

アイデアを出して共有していくことができるのではないかと思ったので、理解を深めてい

き、活用できるようになりたい。そして、多様なアイデアを聞くことにより、自分の考えを

見直し深めていけると感じた。 

 


